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1. AZ31 および AMCa602 のき裂起点はほぼすべて介在物であった．AZ31 は
Al-Mn 系，AMCa602 は Mg-Al 系の介在物を起点としており，両材の疲労特性










均すると AZ31-30 では約 1.0，AZ31-50 では約 1.2 であったが ,その値は負荷荷
重パターンにより大きくばらついた．変動荷重下のき裂進展挙動は da/dN-∆K
関係に整理することにより一定応力振幅試験のそれとほぼ同様の傾向を示す
ことが確認された .この理由はき裂先端において顕著な加工硬化が生じない
ためである．  
 
